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○栗原市くりはら和牛の郷づくり支援強化事業補助金交付要綱 

平成２３年３月３１日 

告示第４７号 

改正 平成２６年３月３１日告示第８１号 

平成２８年３月３日告示第２２号 

平成２９年２月２７日告示第３７号 

平成３０年３月３０日告示第９３号 

令和４年３月２５日告示第８０号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、和牛資源の確保及び和牛産地づくりを支援するため、市内の畜

産農家に対し、予算の範囲内において、栗原市くりはら和牛の郷づくり支援強化事

業補助金（以下「補助金」という。）を交付するものとし、その交付等に関しては、

栗原市補助金等交付規則（平成１７年栗原市規則第３９号）に定めるもののほか、

この要綱に定めるところによる。 

（対象者及び補助金） 

第２条 市長は、次の各号のいずれにも該当する者に対し、別表に定める補助金を交

付するものとする。 

(1) 市内に住所を有している者 

(2) 別表に定める繁殖素牛又は肥育素牛（以下「対象牛」という。）を、補助金の

交付を受けようとする年度に、みやぎ総合家畜市場から導入した者 

（平２６告示８１・平２８告示２２・平２９告示３７・平３０告示９３・一

部改正） 

（補助金の交付の申請） 

第３条 補助金の交付を受けようとする者は、栗原市くりはら和牛の郷づくり支援強

化事業補助金交付申請書（様式第１号）に子牛登記証明書及び家畜購買票の写しを

添えて、市長に提出しなければならない。 

（補助受給者の義務） 

第４条 対象牛を導入し、又は自家保留して補助金の交付を受けた者（以下「補助受

給者」という。）は、補助金の交付を受けた対象牛の生育環境を常時優良な状態で、

飼育しなければならない。 

（補助金の返還） 

第５条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、交付した補助金の全部又は

一部を返還させるものとする。 

(1) この要綱に違反したとき。 

(2) 偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

(3) 補助受給者が、補助金の交付を受けた日から起算して３年を経過する日前に、

補助受給者の責めに帰することができない理由によって、当該対象牛を飼養しな

くなったとき。 
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(4) その他補助金を返還させる必要があると市長が認めるとき。 

（平２９告示３７・一部改正） 

（管理台帳の整備） 

第６条 市長は、補助金の状況を明確にするために、栗原市くりはら和牛の郷づくり

支援強化事業管理台帳（様式第２号）を備え付け、交付等の状況を整理するものと

する。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、市長が別

に定める。 

附 則 

この告示は、平成２３年４月１日から施行する。 

（平３０告示９３・旧第１項・一部改正） 

附 則（平成２６年３月３１日告示第８１号） 

（施行期日） 

１ この告示は、平成２６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 平成２６年３月３１日までに、対象牛をみやぎ総合家畜市場から導入した者又は

対象牛を自家保留した者に係る補助金については、なお従前の例による。 

附 則（平成２８年３月３日告示第２２号） 

（施行期日） 

１ この告示は、平成２８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 平成２８年３月３１日までに、対象牛をみやぎ総合家畜市場から導入した者又は

対象牛を自家保留した者に係る補助金については、なお従前の例による。 

附 則（平成２９年２月２７日告示第３７号） 

（施行期日） 

１ この告示は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、第２条第２号、第５条

第３号及び附則第２項の改正規定は、告示の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示（前項ただし書に規定する改正規定を除く。）による改正後の栗原市く

りはら和牛の郷づくり支援強化事業補助金交付要綱の規定は、この告示の施行の日

以後に繁殖素牛又は肥育素牛を導入した者に係る補助金について適用し、同日前に

繁殖素牛又は肥育素牛を導入した者に係る補助金については、なお従前の例による。 

附 則（平成３０年３月３０日告示第９３号） 

この告示は、告示の日から施行する。ただし、別表の改正規定は、平成３０年４月

１日から施行する。 

附 則（令和４年３月２５日告示第８０号） 

この告示は、令和４年４月１日から施行する。 
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別表（第２条関係） 

（平２８告示２２・全改、平２９告示３７・平３０告示９３・令４告示８０・

一部改正） 

区分 要件 体重 生後日数 補助金の額 

繁殖素牛 社団法人全国

和牛登録協会に

登録され、当該

登録に係る審査

得点が８１点以

上の母牛の宮城

県産の子牛で、

かつ、父牛が栗

原市産の宮城県

基幹種雄牛の子

牛 

２５０キ

ログラム

以上 

３６５日

以内 

１００，０００円以内で、市長が

認める金額 

肥

育

素

牛 

去勢牛 社団法人全国

和牛登録協会に

登録され、当該

登録にかかる審

査得点が８１点

以上の母牛の栗

原市産の子牛 

２７０キ

ログラム

以上 

３６５日

以内 

父牛が栗原市産の宮城県基幹種

雄牛の場合は５０，０００円以内

で、市長が認める金額 

父牛が栗原産宮城県基幹種雄牛

以外の場合は３０，０００円以内

で、市長が認める金額 

雌牛 ２５０キ

ログラム

以上 

父牛が栗原市産の宮城県基幹種

雄牛の場合は４０，０００円以内

で、市長が認める金額 

父牛が栗原産宮城県基幹種雄牛

以外の場合は２０，０００円以内

で、市長が認める金額 

備考 

１ 体重は、みやぎ総合家畜市場から導入する日の体重とする。 

２ 「社団法人全国和牛登録協会」とは、昭和２３年１２月２８日に全国和牛登

録協会という名称で設立された法人をいう。 

３ 「宮城県基幹種雄牛」とは、宮城県の肉用牛改良委員会で宮城県基幹種雄牛

として認定された牛をいう。 
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様式第１号（第３条関係） 

（平２８告示２２・令４告示８０・一部改正） 

様式第２号（第６条関係） 

（平３０告示９３・一部改正） 

 


